
















拠点区域の避難指示解除に向けた新たな生活拠点の整備③ ～まちづくりのコンセプト～

テーマ
「標葉の谷戸に抱かれた フロンティア（開拓者）と共に

育む「なりわい集落」

〇「標葉の谷戸」という原風景と、帰還者となる町民の方
のアイデンティティを尊重

〇その上で、帰還者と「フロンティア・開拓者」が共に営む
まちとして、「なりわい」を通じた「なりわい居住」を復興
の原動力として位置付ける。

ポイント

②プロセスや仕組みづくり（造って終わりではなく、持続性のあるまち
に）

・段階的な工事期間・工区を設定
- 地元事業者が施工できるように、工区・時期を分け、地域内資金

循環を実現
- 継続的な情報発信を実現し、希望や期待を持たせ続ける
- ニーズや社会状況の変化に対応し、計画の弾力性を高める

・まちの復興・成長プロセスを、エリアマネジメントにより一貫して推
進。タウンマネージャの確保、担い手組織の育成

①ブランディング・プロモーション
・駅西まちづくりの「ビジョン」と「価値観」を確立し、積極的なプロ

モーションを行う
・段階的なターゲット設定

- 新たに居住する「フロンティア」となる方のターゲットとして、時間
もお金にも余裕があり、フロンティア精神の高い方を集める

・伝統やアイデンティティの復興により、町民の帰還を促すきっかけ
とする

④ライフスタイルの変革・災害に備えるまち

・歩くことがメイン＋歩行領域を支援するEVモビリティ

・断熱性能の確保＋自然を取り込む住宅設計により、エネルギー消費

量を削減

・太陽光パネルと蓄電池の設置により再生可能エネルギーを自給自足、

エネルギーを多重系統化

⇒痩せ我慢ではなく、むしろ快適で、健康的で、楽しい新たなライフス

タイルを目指す

③空間デザイン

・無電柱化による大きな空を満喫

・なりわいを創出できるアトリエ（フリースペース）付住宅

・まち全体を回遊できるフットパス（歩行者通路）を整備しつつ、住宅のア

トリエと一体化させる

・たたずみたくなるフットパスをつくる

・多様な人々がコミュニティを形成しやすい住宅配置・ガーデン等を配置
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